
いま、贈りたい
社協職員へのエール
コトバ

10
2018

11
社協情報
ノーマ  No.321

NOVEMBEROCTOBER

平成2年10月2日第3種郵便物認可 平成30年11月1日発行（毎月1日）No.321

P.12 ●社協活動最前線
牟岐町社会福祉協議会（徳島県）
町の未来のために地域をあげて子育て支援に取り組む

●いま、贈りたいコトバ　社協職員へのエール
元都城市社会福祉協議会総務課長　
西 いく子氏

P.16 

●社協の質を向上させる人事・労務管理 〔第16回〕P.10 

誰もが安心して暮らすことができる
地域づくりをめざして
～社会福祉法人・福祉施設との連携・協働～

SPECIAL REPORT

P.2 特集

P.6 地域生活課題への対応に向けた
社会福祉法人・福祉施設等との連携・協働
文京学院大学 准教授　中島 修氏

●災害発生～そのとき、社協はこう乗り越えた～
災害時の安否確認・体制づくりを
どう進めたか
－東日本大震災時における
　　「釜石市社会福祉協議会」の
　　対応と課題について②

P.14

P.8
地域歳末たすけあい運動が始まります
～つながり　ささえあう　みんなの地域づくり～

トピックス

ノ
ー
マ
2018

10
11月

N
o.321

代
表
者
川
村

　�

　編
集
人
高
橋
良
太
〒
1
0
0
–8
9
8
0
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
3
–3
–2

新
霞
が
関
ビ
ル
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

電
話
0
3
–3
5
8
1
–4
6
5
5（
地
域
福
祉
部
）
定
価
2
1
6
円（
本
体
2
0
0
円
）



2

担
う
役
割
は
、
地
域
福
祉
を
進
め
る
社
協
が

地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会
の
設
立

　

下
関
市
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益
活
動
推

進
協
議
会
（
以
下
、
地
公
推
）
は
平
成
29
年

7
月
に
設
立
さ
れ
た
。
下
関
市
内
で
福
祉
施

設
・
事
業
所
を
経
営
す
る
64
法
人
の
内
81
％

に
当
た
る
52
法
人
が
加
入
し
て
お
り
、
事
務

局
を
下
関
市
社
協
（
以
下
、
市
社
協
）
内
に

置
い
て
い
る
。

　

市
社
協
で
は
、
改
正
社
会
福
祉
法
に
お
い

て
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
に
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
責

務
」
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
制
度

改
革
を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
種
別

を
超
え
て
複
数
法
人
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
公
益
活
動
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
28
年
に
研
修
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
設
立
準
備
会
を
開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
取
り
組
み
の
過
程
で
、

人
的
負
担
へ
の
不
安
、
地
域
ご
と
の
課
題
が

異
な
る
な
か
で
の
共
通
事
業
実
施
に
対
す
る

疑
問
な
ど
多
様
な
意
見
が
み
ら
れ
た
。
な
か

で
も
、
責
務
と
さ
れ
た
地
域
公
益
活
動
は
、

具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
各
法
人
で
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
、
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
等

を
共
有
・
検
討
し
、
解
決
す
る
こ
と
が
地
域

公
益
活
動
に
な
り
、
各
法
人
が
か
か
え
込
む

必
要
は
な
い
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

　

平
成
29
年
3
月
上
旬
、
全
法
人
に
入
会
案

内
を
送
付
す
る
と
、
加
入
率
は
5
割
未
満
に

と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
最
も
法
人
数
が
多

い
保
育
所
経
営
法
人
の
入
会
促
進
に
向
け
、

園
長
会
で
の
趣
旨
・
事
業
説
明
の
ほ
か
、
個

別
訪
問
に
よ
る
勧
誘
を
行
い
、
最
終
的
に
8

割
強
の
加
入
率
と
な
っ
た
。

制
度
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
S
O
S

事
業

　

地
公
推
の
メ
イ
ン
事
業
は
、
会
員
法
人
が

共
通
し
て
実
施
す
る
「
ふ
く
し
生
活
S
O
S

事
業
」（
以
下
、
S
O
S
事
業
）
で
あ
る
。

S
O
S
事
業
は
会
員
法
人
が
経
営
す
る
施
設
・

事
業
所
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
利
用
者
や

そ
の
家
族
・
地
域
住
民
等
の
初
期
相
談
に
応

じ
る
体
制
の
整
備
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

地
公
推
事
務
局
に
配
置
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
現
物
給
付
の
緊
急
支
援
を
行
う
。

　

設
立
初
年
度
は
、
12
月
の
事
業
開
始
に
向

け
て
参
加
法
人
の
不
安
を
軽
減
す
る
よ
う
努

め
た
。
具
体
的
に
は
、
複
数
法
人
で
相
談
窓

口
を
も
つ
に
あ
た
り
、
S
O
S
事
業
に
つ
い

て
の
共
通
理
解
を
図
る
と
と
も
に
初
期
相
談

対
応
や
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
方
を
学
ぶ
た

め
の
相
談
員
研
修
会
と
、
緊
急
支
援
に
あ

た
っ
て
の
考
え
方
や
対
応
方
法
に
差
が
出
な

い
よ
う
に
緊
急
支
援
対
応
研
修
会
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
11
月
か
ら
相
談
員
に
加
え
、
運

営
委
員
や
会
員
法
人
担
当
者
と
の
連
絡
調
整

役
と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

相
談
員
用
手
引
き
書
の
作
成
、
会
員
法
人
が

独
自
に
実
施
で
き
る
緊
急
支
援
の
調
査
・
取

り
ま
と
め
を
行
い
、
会
員
法
人
間
で
共
有
し

た
。
年
度
末
に
は
、
初
年
度
の
取
り
組
み
状

況
や
課
題
の
情
報
共
有
と
と
も
に
、
次
年
度

以
降
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
。
高
齢
、
障
害
、
保
育
、
児
童

な
ど
異
な
る
福
祉
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会

は
、
多
様
な
視
点
や
新
た
な
気
づ
き
を
発
見

で
き
た
と
好
評
だ
っ
た
。

今
後
の
課
題

　

地
公
推
は
2
年
目
に
入
り
半
年
が
経
過
し

た
。
S
O
S
事
業
で
は
現
行
制
度
で
は
対
応

で
き
な
い
制
度
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、現

物
給
付
や
貸
付
に
よ
る
支
援
事
例
が
蓄
積
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
会
員
法
人
の
職
員

や
市
民
レ
ベ
ル
で
は
、
ま
だ
ま
だ
S
O
S
事

業
や
地
公
推
の
認
知
度
は
低
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
対
象
者
別
、
年
齢
別
に
整
備
さ
れ
た

現
行
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、
現
物
給
付
と
福
祉
専
門
職
相
互

の
多
職
種
連
携
に
よ
る
S
O
S
事
業
の
強
み

を
活
か
し
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
柔
軟
で
機

動
力
の
あ
る
支
援
に
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
社
会
福
祉
法
人
が
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
広
く
市
民
に
啓
発

す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
度
は
、
困
難
事
例
に
お
け
る

S
O
S
事
業
の
活
用
方
法
や
地
域
課
題
へ
の

地
公
推
の
果
た
す
役
割
を
会
員
間
で
検
討
す

る
意
見
交
換
会
、
市
民
向
け
の
出
張
相
談
会
、

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
と
、
地
公
推
広
報

紙
の
発
行
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
る
。

社
協
の
本
来
機
能
を
活
か
し
て

　

市
社
協
は
、
総
合
相
談
事
業
や
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
等
を
通
じ
て
地
域
の
生
活

課
題
・
福
祉
課
題
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の

課
題
を
提
起
す
る
と
と
も
に
課
題
解
決
に
向

け
て
、
地
域
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
各
法
人
が
有
す
る
専
門

性
や
人
材
、
財
源
を
活
用
し
つ
つ
協
働
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
地
域
福
祉
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
地
域
の
福
祉
課
題

の
解
決
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
連
携
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
と
そ
の
事
務
局
を

　
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
社
協
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
の
推
進
に
向
け
て
、
連
携
・
協
働
の
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
取

り
組
み
状
況
や
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、
連
携
・
協
働
の
意
義
や
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

下
関
市
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

づ
く
り

山
口
県
・
下
関
市
社
会
福
祉
協
議
会

1 誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

～
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
・
協
働
～

集
特
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「
美
作
お
助
け
隊
」
設
立
経
緯

　

美
作
市
社
協
（
以
下
、
市
社
協
）
は
、
以

前
よ
り
生
活
困
窮
世
帯
等
を
支
援
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
た
が
、
制
度
の
狭
間
の
多
様

な
問
題
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
の

法
改
正
を
機
に
今
ま
で
連
携
・
協
働
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
、

地
域
公
益
活
動
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

組
織
の
設
立
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

専
門
分
野
の
異
な
る
法
人
が
連
携
す
る
こ
と

で
支
援
力
を
高
め
、
人
的
・
財
源
的
な
面
で

も
継
続
的
な
活
動
が
可
能
に
な
り
、
地
域
住

民
へ
の
周
知
・
広
報
も
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
得
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
設
立
に
向
け
、
市
社

協
は
平
成
28
年
4
月
よ
り
、
行
政
の
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
や
生
活
保
護
担
当
者
と

美
作
市
に
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
対
し

て
は
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
考

え
る
研
修
会
」
を
約
1
年
に
わ
た
り
開
催
し

た
。
研
修
会
で
は
、
ど
の
参
加
法
人
も
地
域

公
益
活
動
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

お
ら
ず
、
行
政
や
学
識
者
か
ら
改
正
社
会
福

祉
法
の
意
義
や
市
内
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
、
市
社
協
か
ら
も
具
体
的
な
地
域
公
益
活

動
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く
こ
と
で
徐
々
に
設

立
の
機
運
も
高
ま
り
、
社
会
福
祉
法
人
だ
け

で
は
な
く
、
N
P
O
法
人
や
株
式
会
社
等
、

社
会
福
祉
事
業
に
携
わ
る
事
業
所
も
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
29
年
6

月
に
市
内
12
法
人
14
事
業
所
で
組
織
す
る
美

作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会

（
以
下
「
美
作
お
助
け
隊
」）
が
設
立
さ
れ
た
。

「
美
作
お
助
け
隊
」
内
に
は
、
❶
生
活
の
自
立

（
衣
食
住
）
❷
社
会
的
自
立
（
地
域
生
活
）
❸

経
済
的
自
立
を
目
的
と
し
た
3
つ
の
作
業
部

会
を
設
置
し
、
市
社
協
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

役
と
し
て
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。

参
加
法
人
と
合
わ
せ
、
地
域
の
関
係
者
・

団
体
が
発
見
し
た
ニ
ー
ズ
に
細
か
く
対
応

　
「
美
作
お
助
け
隊
」
で
は
、
生
活
困
窮
者
等
、

制
度
の
狭
間
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
対

し
て
、
衣
食
住
の
基
本
的
な
生
活
の
自
立
か

ら
就
労
へ
と
段
階
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、

❶
生
活
困
窮
者
等
へ
弁
当
を
提
供
す
る
「
カ

ツ
弁
配
達
事
業
」
❷
ゴ
ミ
屋
敷
の
清
掃
と
生

活
を
支
援
す
る
「
お
家
さ
わ
や
か
事
業
」
❸

参
加
法
人
が
就
労
訓
練
事
業
所
と
し
て
県
の

認
可
を
受
け
、
中
間
就
労
訓
練
を
実
施
す
る

「
わ
ー
く
・
わ
ー
く
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
、
必
要
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
っ
た
う
え
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
票

を
作
成
し
、
事
務
局
を
通
じ
て
部
会
長
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト
票
を
送
付
し
、
該
当
の
作
業
部

会
で
具
体
的
な
支
援
方
法
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
ニ
ー
ズ
把
握
に
つ
い
て
は
、
当
初
は

参
加
法
人
の
利
用
者
や
そ
の
世
帯
の
か
か
え

担
う
役
割
は
、
地
域
福
祉
を
進
め
る
社
協
が

本
来
持
っ
て
い
る
機
能
で
あ
る
。

る
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
な
ど
、

市
社
協
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
な
か
で
把

握
す
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
、
行
政
や
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
就
労
準
備
支
援

事
業
を
受
託
し
て
い
る
N
P
O
法
人
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
か
ら
の
支
援
依
頼
も
あ
り
、

「
美
作
お
助
け
隊
」が
参
加
法
人
内
だ
け
で
な

く
、
広
く
地
域
の
な
か
で
浸
透
し
て
い
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

支
援
を
通
し
て
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が

り
を
再
構
築

　

障
害
を
か
か
え
、
家
の
片
づ
け
な
ど
身
の

ま
わ
り
の
こ
と
が
で
き
ず
、
ゴ
ミ
屋
敷
状
態

に
あ
っ
た
家
主
に
つ
い
て
民
生
委
員
・
児
童

委
員
か
ら
市
社
協
に
相
談
が
あ
り
、「
お
家

さ
わ
や
か
事
業
」
に
よ
る
支
援
を
行
っ
た
際

は
、
地
域
住
民
に
も
片
付
け
を
依
頼
し
、「
美

作
お
助
け
隊
」
と
と
も
に
庭
木
の
伐
採
や
片

付
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
地

域
と
交
流
の
少
な
か
っ
た
家
主
が
、
ゴ
ミ
の

処
分
方
法
に
つ
い
て
地
域
住
民
に
尋
ね
る
よ

う
に
な
り
、
地
域
住
民
も
家
主
の
見
守
り
を

行
う
な
ど
、
地
域
か
ら
孤
立
し
が
ち
だ
っ
た

方
が
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
再
構
築
さ
れ

た
こ
と
で
、「
美
作
お
助
け
隊
」
の
活
動
が
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
・
居
場
所

づ
く
り
事
業
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
な
ど
、

新
た
な
事
業
化
を
図
り
な
が
ら
、
参
加
法
人

が
地
域
に
お
い
て
よ
り
身
近
な
相
談
場
所
に

な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
「
美
作
お
助
け
隊
」
で
は
、
参
加
法
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
て
連
携
し
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
で
市
社
協
は
地
域
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
活
か
し
て
積
極
的
に
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
行
政
や
「
美
作
お
助
け
隊
」
と
の

連
携
、
関
係
者
や
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
だ
け
で
は
困
難
な
支
援
に
つ
い
て
行
政

へ
の
働
き
か
け
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

　

行
政
・
福
祉
関
係
者
・
地
域
を
つ
な
ぐ
と

い
う
「
美
作
お
助
け
隊
」
で
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
社
協
本
来
の
目
的
で
あ
る
地
域

づ
く
り
を
担
え
る
こ
と
が
、
社
協
が
「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
向
け
て
連
絡

協
議
会
の
設
立
を
働
き
か
け
た
意
義
で
あ
り

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

住
民
の
困
り
ご
と
へ
の
支
援
か
ら
地
域
づ
く
り
へ

～「
美
作
お
助
け
隊
」～

岡
山
県
・
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

2

図 1　美作市の社会福祉法人等連絡協議会（「美作お助け隊」）のフロー

わーく・わーく事業
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役員の選出

作業部会の内容を報告

美作市内の
社会福祉法人等

美作市内の社会福祉法人等連絡協議会 支援対象者

生活困窮者
子どもの貧困
障害者

ひきこもり
ニート等

相談支援／現物給付

必要な経費を
基金から支出 作業部会の構成員のイメージ

・構成員は 10名以内とする
・作業部会ごとに、各法人の相談員 3～4名と
　社協職員 1～2名で構成
・上記構成員の中から部会長を 1名選出し事業
　管理を行う

カツ弁配達事業

お家さわやか事業

事業担当の相談員（CSW）選出
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高
山
市
は
平
成
17
年
に
周
辺
9
町
村
と
合

併
し
、
あ
わ
せ
て
高
山
市
社
協
（
以
下
、
市

社
協
）
も
合
併
し
た
。
東
京
都
と
ほ
ぼ
同
じ

広
大
な
面
積
を
有
す
る
高
山
市
の
合
併
当
時

の
人
口
は
9
万
7
0
0
0
人
余
り
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
人
口
減

少
が
進
み
8
万
9
0
0
0
人
余
り
と
な
っ
て

い
る
。「
1
市
9
町
村
が
相
互
に
連
携
し
協

調
す
る
」
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
旧
町

村
域
に
市
社
協
の
支
部
を
設
置
し
行
政
お
よ

び
他
機
関
と
協
議
の
う
え
、
市
社
協
と
し
て

地
域
福
祉
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
た
。
市
社
協
は
地
域
福
祉
を

推
し
進
め
る
こ
と
と
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
は
す
べ
て
別
法
人
に
移
行
し
た
。

「
三
方
よ
し
」
の
地
域
福
祉
新
事
業

　

合
併
後
、
市
社
協
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
地
域
の
住
民
が
互
い
に
支
え
合
い
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
職

員
が
地
域
に
出
向
き
住
民
組
織
（
町
内
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
見
守
り
推
進

員
等
）
と
協
働
す
る
際
に
「
三
方
よ
し
」
を

理
想
に
掲
げ
た
。
こ
れ
は
近
江
商
人
の
間
で

考
え
ら
れ
た
「
売
り
手
よ
し
」、「
買
い
手
よ

し
」
そ
し
て
「
世
間
よ
し
」
と
い
う
、
す
べ

て
の
人
や
地
域
が
満
足
で
き
る
商
売
を
め
ざ

し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
い
均
衡
が
保
た
れ
た

地
域
は
、
福
祉
で
言
い
換
え
れ
ば
「
助
け
手

よ
し
」「
助
け
ら
れ
手
よ
し
」
そ
し
て
「
地
域

よ
し
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
の
理
想
に

向
け
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
、
障
が
い

者
（
児
）、
ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢
者
等
へ
の

支
援
を
含
め
た
地
域
福
祉
を
実
践
し
て
い
る
。

　
「
三
方
よ
し
」の
関
係
性
を
実
践
す
る
に
あ

た
り
、
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法
人

や
N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
諸
団
体
の

代
表
者
か
ら
意
見
を
聞
い
た
ほ
か
、
市
域
全

体
の
多
く
の
福
祉
関
係
団
体
か
ら
の
「
連
携
、

協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
を
受

け
、
合
併
の
年
に
福
祉
関
係
団
体
リ
ス
ト
を

作
成
し
た
。
社
会
資
源
と
の
結
び
つ
き
に
よ

る
地
域
福
祉
の
浸
透
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
平
成

19
年
に
「
高
山
市
福
祉
関
係
団
体
等
連
絡
協

議
会
」（
以
下
、
福
連
協
）
の
設
置
に
至
っ
た
。

組
織
加
入
団
体
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
、

社
団
法
人
、
N
P
O
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
株
式
会
社
、
有
限
会
社
な
ど
組
織
経

営
母
体
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
株
式
会
社
等
も
加
入
す
る
こ
と
で
、
業

種
を
超
え
て
地
域
全
体
で
地
域
福
祉
を
推
進

し
て
い
く
機
運
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
福
連

協
内
で
の
他
法
人
と
の
連
携
を
強
め
、
虐
待

予
防
に
向
け
た
研
修
を
と
も
に
行
っ
た
り
、

福
連
協
の
な
か
で
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
就
労
支
援
の

協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

福
祉
関
係
団
体
等
連
絡
協
議
会
の
活
動

　

地
域
に
密
着
し
た
各
種
の
地
域
福
祉
推
進

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
加
入
者
す
べ
て
が

参
加
す
る
部
会
制
と
し
、
❶
子
育
て
支
援　

❷
高
齢
者
❸
障
が
い
者
❹
地
域
づ
く
り
❺

N
P
O
の
5
つ
の
部
会
を
設
定
し
、
各
団
体

が
部
会
に
加
入
し
役
員
を
選
出
し
て
組
織
化

さ
れ
た
。
こ
の
部
会
を
単
位
に
社
会
福
祉
士

（
社
会
福
祉
主
事
）、
保
健
師
、
保
育
士
な
ど

資
格
を
有
す
る
社
協
職
員
が
部
会
を
担
当
し
、

各
会
議
に
出
席
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

現
状
の
課
題
と
今
後
に
向
け
て

　

平
成
30
年
度
は
1
5
2
団
体
が
加
盟
し
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
と
情
報
を
共
有
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
社
協
広

報
誌
や
地
元
の
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
を
活
用
し

た
情
報
発
信
、
他
団
体
と
の
連
携
、
各
種
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
等
、
住
民
参
加
型
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

　

柔
軟
に
対
応
で
き
る
福
連
協
と
し
て
団
体

構
成
や
制
度
、
法
律
の
変
容
に
機
敏
に
対
応

し
、
常
に
新
鮮
な
情
報
共
有
を
意
識
し
て
い

る
。
加
盟
団
体
が
意
見
交
換
す
る
「
が
や
が

や
会
議
」
等
を
頻
繁
に
開
催
し
、
運
営
に
は

多
く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
「
共
生
社
会
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
社

会
が
さ
ら
に
変
化
す
る
な
か
、
福
連
協
に
加

入
す
る
意
義
を
他
団
体
と
の
連
携
で
さ
ら
に

見
い
だ
し
、
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
活

か
す
要
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
役
割
は
重

要
で
あ
る
。
引
き
続
き
福
連
協
を
軸
に
公
益

的
な
事
業
の
構
築
を
通
じ
て
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

各
部
会
の
主
な
活
動

❶
子
育
て
支
援
部
会

　

�

青
空
フ
ェ
ス
タ
「
児
童
親
子
が
集
う
野
外

事
業
」
へ
の
協
力
、
子
育
て
に
関
す
る
市

民
公
開
講
座
、
子
育
て
便
利
帳
「
情
報
冊

子
」
の
発
行
、
部
会
内
委
員
会
議

❷
高
齢
者
部
会

　

�

地
域
サ
ロ
ン
（
自
主
活
動
連
絡
会
に

2
5
0
サ
ロ
ン
が
加
入
）、
茶
話
会
な
ど

団
体
へ
の
研
修
会
、
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研

修
へ
の
協
力
、
認
知
症
予
防
や
健
康
講
話

の
実
施

❸
障
が
い
者
部
会

　

�

社
会
参
加
の
推
進
、
地
域
交
流
事
業
（
魚

つ
り
大
会
、
り
ん
ご
狩
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
等
）、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
関
す
る

地
域
懇
談
会
、
行
政
と
語
る
会

❹
地
域
づ
く
り
部
会

　

�

子
育
て
サ
ロ
ン
、
子
ど
も
会
、
中
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
施
設
向
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
、
福
祉
制
度
の
活
用
講
座
、

各
種
制
度
の
啓
発
講
座

❺
N
P
O
部
会

　

�

地
域
の
社
会
資
源
発
掘
事
業
、
住
民
に
対

す
る
開
放
ス
ペ
ー
ス
の
情
報
収
集
、

N
P
O
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
情

報
発
信
、
行
政
と
語
る
会

　

超
過
密
都
市
で
あ
る
豊
島
区
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
、
外
国
人
等
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
の
結
び
つ
き
を
活
か
し
た
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
り
組
み

岐
阜
県
・
高
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

3

「
住
民
の
喜
怒
哀
楽
を
共
有
す
る
地
域
で
あ
り
た
い
」

そ
れ
を
紡
い
で
い
く
の
が
住
民
で
あ
り
、
社
協
で
あ
り
、
地
域
公

益
活
動
の
役
割

東
京
都
・
豊
島
区
民
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
相
談
支
援
課
長
　
大
竹
　
宏
和

4
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誰もが安心して暮らすことができる地域づくりをめざして
～社会福祉法人・福祉施設との連携・協働～

特　集

生
活
し
、
住
民
票
上
の
人
口
は
約
29
万
人
だ

が
昼
間
人
口
は
約
42
万
人
に
も
及
ぶ
。
複

雑
・
多
様
化
す
る
地
域
課
題
に
対
し
、
私
た

ち
社
協
は
支
援
の
あ
り
方
を
ど
う
構
築
し
て

い
く
べ
き
か
。
豊
島
区
民
社
協
（
以
下
、
区

社
協
）
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
と
連
携
し
た
「
福
祉
な
ん

で
も
相
談
窓
口
」

　

豊
島
区
で
は
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
法
人

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
平
成
29
年

4
月
か
ら
区
内
の
26
法
人
46
施
設
全
体
（
同

年
同
月
時
点
）
で
生
活
課
題
を
か
か
え
る
世

帯
（
人
）
へ
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
各

施
設
に
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
た
。
活
動
方
針
は
、
❶
相
談
は
原
則
と

し
て
断
ら
な
い
❷
相
談
さ
れ
た
が
、
ど
う
助

言
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
他
の
機

関
・
団
体
に
つ
な
ぐ
❸
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

場
所
を
め
ざ
す
❹
福
祉
全
般
の
課
題
を
共
有

し
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
、
と
し
た
。
区
社

協
は
C
S
W
を
配
置
し
た
時
か
ら
「
暮
ら
し

の
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
行
っ
て
い
た
た
め

ノ
ウ
ハ
ウ
は
蓄
積
で
き
て
お
り
、
各
法
人
に

お
い
て
も
相
談
業
務
の
経
験
を
も
つ
担
当
者

が
就
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き
た
。

　

こ
の
事
業
は
各
法
人
が
責
任
を
も
っ
て
遂

行
す
る
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
事
務
局
は
社
協

が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
C
S
W
圏
域
（
全
8

圏
域
）
で
地
区
連
絡
会
を
半
年
ご
と
に
開
催

し
、
各
施
設
担
当
者
と
C
S
W
が
集
ま
り
事

業
活
動
の
振
り
返
り
や
各
施
設
の
事
業
課
題

等
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の

施
設
間
の
交
流
や
、
分
野
が
違
う
福
祉
課
題

を
お
互
い
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

等
は
、
今
後
の
福
祉
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

く
う
え
で
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
困
窮
担
当
者
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等
と一体
的
に
行
う
相
談
支
援

　

こ
の
よ
う
な
地
域
公
益
活
動
は
担
当
が
単

独
で
行
う
の
で
は
な
く
、
課
内
の
関
連
事
業

と
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に

は
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
で
複
合
的

課
題
を
受
け
止
め
る
区
社
協
の
地
域
相
談
支

援
課
内
に
は
、
全
世
代
型
交
流
施
設
「
区
民

ひ
ろ
ば
」
8
か
所
に
配
置
し
て
い
る

C
S
W
18
名
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
第
1
層
）
1
名
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
自
立
相
談
・
家
計
相
談
事

業
等
に
か
か
る
相
談
員
6
名
が
お
り
「
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
体
制
」
を
構
築
し
て
い
る
（
図

1
）。
地
域
相
談
事
業
課
で
は
毎
朝
情
報
共

有
を
行
う
ほ
か
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
等
の
役
割
を
遂
行
す
る
た
め
の
事
例
検

討
会
議
、
事
業
活
動
の
検
証
等
を
行
う

C
S
W
会
議
、
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
会
議
等
、
C
S
W
の
資
質
向

上
を
図
る
各
種
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
「
そ
の
個
人
が
今
ま
で
生
き
て
き
た
思

い
を
受
け
止
め
て
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
ゆ
く

思
い
に
寄
り
添
う
支
援
」
の
あ
り
方
を
追
求

し
て
い
る
。
ま
た
個
別
・
地
域
支
援
活
動
を

通
じ
、
行
政
、
公
的
機
関
、
福
祉
施
設
等
の

フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
F
S
）
と

町
会
・
自
治
会
、
地
域
活
動
団
体
、
住
民
、
学

生
、
企
業
等
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
以
下
、
I
F
S
）
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図

り
、
時
と
し
て
地
域
の
F
S
と
I
F
S
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
、
I
F
S
同
士
を
つ
な
げ
る

等
の
作
業
も
惜
し
ま
な
い
。
特
に
地
域
で
活

躍
す
る
I
F
S
は
重
要
で
あ
り
、
社
協
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

　

区
社
協
会
長
の
「
地
域
で
泣
い
て
い
る
人

が
い
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

念
頭
に
、
地
域
共
生
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
社
会
保
障
の
仕
組
み
を
つ
く
る
行
政
や
公

的
機
関
・
団
体
の
縦
糸
と
、「
こ
こ
ろ
」
や

「
人
の
温
か
さ
（
情
）」
を
紡
ぎ
出
す
地
域
活

動
団
体
や
地
域
住
民
の
横
糸
を
編
む
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
社
協
の
役
割
は
重

要
で
あ
る
。
う
ま
く
つ
な
が
り
合
え
な
い
関

係
も
最
後
に
は
連
鎖
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

な
が
ら
、「
地
域
の
小
さ
な
力
」
が
つ
く
る
き

め
細
か
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
豊
島
区

42
万
人
の
心
を
ゆ
っ
く
り
、
し
っ
か
り
と
紡

い
で
い
く
。
そ
の
際
に
は
各
地
域
の
社
会
福

祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働
は
欠
か
せ
な
い
。

第 1層生活支援コーディネーター（改正介護保険法）CSW 生活困窮自立相談支援担当（生活困窮者自立支援法）CSW

地域共生の視点

連
　携
　・
　　協
　　　働

連
携　
・　
協　　
働　　　

地域のコミュニティソーシャルワーク担当
（圏域 CSW）8圏域に配置

豊島区地域保健福祉計画
（行政計画）

連動

豊島区民地域福祉活動計画
（社協計画）

　制度の狭間や社会的孤立におちいる住民等
　への支援　他
＊個別相談支援
　各分野をまたぐ、関係先につなげる
　チームアプローチで解決を図る
＊地域支援活動（個別相談支援の集積、分析
　から）を展開団体等と協働しての各種学習
　会の開催、サロン活動立ち上げ・支援、子
　どもたちへの学習支援活動、大学と連携し
　ての「学生出前定期便」、地域福祉サポー
　ターとの連携等
＊生活課題の分析、各機関・団体等との協議、
　地域での福祉醸成等

生活支援・介護予防の基盤整備に
向けた取り組み

・生活課題の可視化　・資源開発
・ネットワーク構築　・ニーズと取り組み
・協議体の設置　　　　のマッチング

生活保護に至る前の生活困窮者等に対して、
自立を促し、社会的孤立におちいらないよう
に支援をする
・自立相談支援事業
・住居確保給付金
・家計相談支援事業
・子どもの学習支援事業
　（としま学習支援ネットワーク）

社協事業活動
住民の福祉活動への支援
有償家事援助サービス
困りごと援助サービス
ハンディキャブ
ボランティアセンター
権利擁護事業　等

高齢者総合相談センター
（地域包括支援センター）

社協事業
生活福祉資金貸付事業　等

ハローワーク

民間事業所
　就労支援事業
　就労準備支援事業

民生児童委員（民児協）
社会福祉法人施設等（法人会議）

自立支援センター

社会福祉法人施設等

行政
各部署 行政

各部署

スーパービジョン体制

＊大正大学大学院「スーパービジョン演習」の履修
＊従事者研修
＊各種外部研修への参加　等

地区懇談会
（地域ケア会議）

町会・自治会
Vグループ・団体

町会・自治会
学生

区民ミーティング（住民懇談会）
区内 8圏域で年 4回開催

それぞれのテーマで住民参加の学習会の開催
や地域活動等につなげている

行政 社協
住

　民
× ×

豊島区社会福祉法人
ネットワーク会議

「社会福祉法人の地域公益活動」
26法人 46施設共同の

「福祉なんでも相談窓口」の開設等

町会・自治会

民生委員児童
委員協議会

青少年育成
委員連合会

社協との相互支援協定

優しさと強さが響きあう
福祉のまち

地域保健福祉計画 地域福祉活動計画

区民ひろば 26か所

Vグループ・団体

民生児童委員（民児協）

区内在住、在勤、在学 220名
地域貢献の企業 267名の社員

地域福祉サポーター

豊島区 CSW事業連絡会
（豊島区主催）

事業協議・提言の場

全職員地区担当制

状況に応じて随時、課長、チーフのスーパーバイズが入る
①担当ごとの協議（随時）《2名》　②CSW
隣接圏域の業務進捗会議（1回/週）事例進
捗状況の確認、対応方針の検討《4名》　③
事例検討会議（1回/月）個別事例の検討、
地域支援活動の検討《CSW全員、課長》　
④CSW会議（1回/1か月）事業課題、調査
研究への対応《CSW全員、課長》　⑤スー
パーバイザー会議（1回/2～3か月）困難事
例、事業課題、調査研究へのスーパーバイズ
《大学教授 2名、CSW全員、局長、課長》
・③、④、⑤は生活支援 Co、自立相談支援担当も参加

OFFｰJT/SDS研修

学校・教育機関

使命

図 1　豊島区民社協　CSW推進体制（平成 27年度～）



6

全
国
経
営
協
会
員
法
人
の
9
割
が
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を
実
施

　

地
域
生
活
課
題
と
は
、
簡
潔
に
整
理
す
れ

ば
、
①
世
帯
全
体
を
捉
え
る
こ
と
、
②
社
会

的
孤
立
、
③
あ
ら
ゆ
る
人
の
社
会
参
加
の
支

援
、
と
整
理
で
き
る
。
こ
の
地
域
生
活
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
潜
在

化
し
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に

よ
っ
て
発
見
し
、
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
「
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
化
」
が

重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た
。
社
会
福
祉

法
人
が
よ
り
地
域
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

地
域
福
祉
の
一
層
の
推
進
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
化
が
進

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
を
経
営
す
る
社
会

福
祉
法
人
は
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
課
題
に
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
福
祉
法

人
が
施
設
を
経
営
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

地
域
住
民
等
の
地
域
と
の
関
係
は
必
要
不
可

欠
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
す
ま
す
そ
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
や
多
様
化
に
敏
感
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
社
会
福
祉
法
人
の
取
り
組
み
に
対
し
、

地
域
福
祉
を
担
い
続
け
て
き
た
社
会
福
祉
協

議
会
は
ど
の
よ
う
に
連
携
・
協
働
し
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
か
。
民
間
社
会
福
祉
の
推
進
の

た
め
に
創
設
さ
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

住
民
主
体
に
基
づ
き
地
域
の
社
会
福
祉
関
係

者
が
集
い
協
働
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き

た
。
つ
ま
り
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
を
組

織
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
本
来
の
役
割
と
も
い
う
べ
き
実
践

な
の
で
あ
る
。

　

初
め
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
実
施
状
況
か
ら
み

て
い
き
た
い
。
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人

（
一
般
法
人
1
万
8
0
8
0
法
人
、
社
会
福

祉
協
議
会
1
9
0
0
法
人
、
社
会
福
祉
事
業

団
2
1
6
法
人
、
共
同
募
金
48
法
人
、
そ
の

他
4
0
1
法
人
、
計
2
万
6
4
5
法
人
、『
平

成
28
年
度
社
会
福
祉
法
人
現
況
報
告
書
』
厚

生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
調
べ
）
の
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
最
新
の
社
会
福
祉
法
人
現
況
報

告
書
に
よ
る
数
字
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協

議
会
（
以
下
、
全
国
経
営
協
）
の
会
員
法
人

の
実
績
か
ら
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
全
国
経

営
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
情
報
公
開
ペ
ー
ジ
」

登
録
状
況
に
よ
る
と
、
全
国
経
営
協
会
員
法

人
7
8
7
5
法
人
の
う
ち
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」
の
実
施
状
況
は
、

7
0
1
1
法
人
（
89
・
1
％
、
2
0
1
8
年

8
月
15
日
時
点
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

全
国
経
営
協
会
員
法
人
の
う
ち
社
会
福
祉
法

人
現
況
報
告
書
の
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
組
」
欄
に
記
載
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人

数
で
あ
る
が
、
約
9
割
の
法
人
が
地
域
に
お

け
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
内
訳
は
、
①
生
活
困
窮
者

支
援
が
1
2
8
4
法
人
（
7
・
6
％
）
②
地

域
に
向
け
た
事
業
展
開
が
3
5
4
1
法
人

（
20
・
9
％
）③
福
祉
教
育
活
動
が
2
9
9
5

法
人
（
17
・
7
％
）
④
地
域
の
社
会
的
な
援

護
を
必
要
と
す
る
者
へ
の
支
援
が
7
6
0
法

人（
4
・
5
％
）⑤
地
域
の
他
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
が
3
0
9
9
法
人
（
18
・

3
％
）
⑥
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
が

7
4
4
法
人
（
4
・
4
％
）
⑦
介
護
保
険
事

業
に
お
け
る
利
用
者
負
担
軽
減
が
2
9
4
9

法
人
（
17
・
4
％
）
⑧
そ
の
他
が
1
5
7
1

法
人
（
9
・
8
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
の
要
件
と
実
践
内
容

　

周
知
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
「
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
第
24
条
第
2
項
に
お
い
て
規
定

さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
が
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」
を
行
う
こ
と
が
責
務
と
さ

れ
た
。
当
初
、
厚
生
労
働
省
福
祉
基
盤
課
長

通
知
（
平
成
28
年
6
月
1
日
）
が
発
出
さ
れ
、

社
会
福
祉
法
（
第
24
条
第
2
項
）
の
責
務
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
3
つ
の
要
件
に
直
接
該

当
す
る
取
り
組
み
を
対
象
と
し
て
い
た
。

「
要
件
1
：
社
会
福
祉
事
業
又
は
公
益
事
業

を
行
う
に
当
た
っ
て
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
こ
と
」「
要
件
2
：
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す
る
者
に

対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
」「
要
件

3
：
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
提
供
さ
れ
る

こ
と
」
と
さ
れ
、
こ
の
3
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
よ
う
厳
格
な
取
り
扱
い
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、
後
に
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局

福
祉
基
盤
課
長
通
知（
平
成
30
年
1
月
23
日
）

「
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る『
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
』
の
推
進
に
つ
い
て
」
が
発
出

さ
れ
、
新
た
な
解
釈
が
示
さ
れ
た
。
3
要
件

の
表
記
は
変
え
な
い
も
の
の
、
社
会
福
祉
法

の
責
務
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
支
援

が
必
要
な
者
が
直
接
的
の
み
な
ら
ず
、
間
接

的
に
利
益
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
一
定
の
範
囲
で
対
象
に
含
め
る

こ
と
と
し
、
対
象
と
な
る
取
り
組
み
に
か
か

る
解
釈
を
拡
大
し
た
。

　

弾
力
化
に
よ
り
対
象
と
な
る
具
体
的
な
取

り
組
み
例
と
し
て
は
「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組（
住
民
の
居
場
所
・
サ
ロ
ン
、

活
動
場
所
の
提
供
等
を
通
じ
た
地
域
課
題
の

把
握
や
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
）、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
災
害
時
に
備

え
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
住
民

に
対
す
る
福
祉
に
関
す
る
学
習
会
や
介
護
予

防
に
資
す
る
講
習
会
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
経
営
協
会
員
法
人
の
実
績
に
よ
る
と
、

7
つ
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
法
人
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
表
1
の
内
容
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
、

法
人
規
模
別
に
み
る
と
、
図
1
の
よ
う
に
な

る
。
実
施
事
業
別
の
割
合
は
図
2
と
な
っ
て

い
る
。
児
童
分
野
は
、
保
育
と
児
童
福
祉
関

係
を
合
わ
せ
る
と
4
8
8
法
人
（
23
・
5
％
）

と
な
る
が
、
実
施
事
業
別
で
は
高
齢
、
障
害
、

地
域
生
活
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
た

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
等
と
の

連
携
・
協
働

文
京
学
院
大
学
　
准
教
授
　
中
島
　
修

集
特
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特　集 誰もが安心して暮らすことができる地域づくりをめざして
～社会福祉法人・福祉施設との連携・協働～

児
童
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る
。
先
述
し
た

②
～
⑦
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

社
協
が
社
会
福
祉
法
人
と
連
携
・
協
働
す

る
意
味

　

以
上
の
よ
う
な
社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
を
踏
ま
え
、
社

協
は
ど
う
連
携
・
協
働
し
て
い
る
の
か
。

　

4
事
例
の
共
通
点
を
整
理
す
る
と
、
第
一

に
、
い
ず
れ
も
複
数
の
社
会
福
祉
法
人
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
取
り
組
ん
だ
事
例

で
あ
る
。
第
二
に
、
下
関
市
、
高
山
市
、
豊

島
区
の
3
社
協
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
（
以
下
、
困
窮
者
支
援
）
の
自
立
相
談
支

援
機
関
を
実
施
し
て
お
り
、
美
作
市
も
自
立

相
談
支
援
機
関
は
行
政
直
営
で
あ
る
も
の
の
、

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
や
子
ど
も
の
学

習
支
援
事
業
を
は
じ
め
困
窮
者
支
援
を
事
業

と
し
て
標
榜
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ

も
社
協
と
し
て
困
窮
者
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
で
あ
る
。
第
三
に
、
い
ず
れ
の
社

協
も
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
が

社
会
福
祉
法
人
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
と
も
に
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
社
協
の
役
割
で
あ
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
。

　

美
作
市
社
協
は
、
社
協
本
来
の
目
的
で
あ

る
地
域
づ
く
り
を
担
え
る
こ
と
が
、『「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
』
に
向
け
て
連
絡

協
議
会
の
設
立
を
働
き
か
け
た
意
義
で
あ
り

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
」
と
述
べ
、
豊
島

区
民
社
協
は
「
地
域
共
生
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
行
政
や
公
的
機
関
・
団
体
の
縦
糸

と
、『
こ
こ
ろ
』
や
『
人
の
温
か
さ
（
情
）』

を
紡
ぎ
出
す
地
域
活
動
団
体
や
地
域
住
民
の

横
糸
を
編
む
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

社
協
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
高
山
市
社
協
は
「
福
連
協
に
加
入
す
る

意
義
を
他
団
体
と
の
連
携
の
な
か
で
さ
ら
に

見
い
だ
し
、
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
活

か
す
要
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
役
割
は
重

要
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
し
て
、
下
関
市
社

協
は
「
社
会
福
祉
法
人
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
と
そ
の
事
務
局
を
担
う
役

割
は
、
地
域
福
祉
を
進
め
る
社
協
が
本
来

持
っ
て
い
る
機
能
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
の
4
事
例
は
、
社
協
が
社
会
福
祉

法
人
と
連
携
・
協
働
し
て
い
く
意
義
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
の
方
向
性

　

第
一
に
、
高
山
市
社
協
の
よ
う
に
社
会
福

祉
法
人
の
み
で
な
く
、
多
様
な
主
体
と
連
携

し
て
い
く
視
点
で
あ
る
。
社
会
福
祉
法
人
が

中
核
と
な
り
な
が
ら
地
域
課
題
を
可
視
化
し
、

多
様
な
主
体
に
呼
び
か
け
て
組
織
化
し
て
い

く
こ
と
は
、
ま
さ
に
社
協
が
め
ざ
し
て
き
た

地
域
福
祉
実
践
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
「
ま
ち

づ
く
り
視
点
」
が
地
域
福
祉
に
は
一
層
求
め

ら
れ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
課
題
と
個
別
課
題
を
結
び
つ
け
た
実
践

が
改
め
て
必
要
な
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
ニ
ー
ズ
発
見
機
能
の
強

化
で
あ
る
。
美
作
市
社
協
で
は
「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
票
」
を
作
成
。
下
関
市
社
協
で
は
、「
ふ

く
し
生
活
S
O
S
事
業
」。
豊
島
区
民
社
協

で
は
「
福
祉
何
で
も
相
談
事
業
」
が
C
S
W

と
連
動
し
な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
。
社
協

が
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
で
、
施
設
種
別
を

超
え
た
地
域
へ
の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い

る
。
社
協
の
協
議
会
と
し
て
の
腕
の
見
せ
ど

こ
ろ
で
あ
る
。

表 1　全国社会福祉法人経営者協議会の会員法人による 7つの活動
活動 具体的な取り組み（例示）

① 生活困窮者支援（実施 1284法人）

・ 制度の対象とならない生活課題への支援
・ 認定就労訓練事業所としての就労支援
・ 複数法人連携による取り組み
・ 生活困窮家庭対象の学習支援
・ 生活困窮者の社会参加

② 地域に向けた事業展開（実施 3541法人）

・ 活動場所を提供しての地域課題の把握
・ サロン活動等地域住民の居場所づくり
・ 地域住民からの相談によるニーズ把握と解決
・ 住民ボランティアの活動支援・育成
・ 災害に備えた地域のコミュニティづくり
・ 子育てひろばなど子育て家庭の居場所づくり
・ 子ども食堂を通じた地域の子どもの居場所づくり
・ 地域の高齢者等対象の配食サービス
・ 地域の高齢者等対象の買い物支援
・ 地域の高齢者等福祉ニーズをかかえた者の見守り活動
・ 地域の高齢者等の雪かき支援

③ 福祉教育活動（実施 2,995法人）

・ 活動場所を提供しての地域課題の把握
・ 福祉に関する勉強会の開催
・ 家族介護者対象交流会
・ 住民ボランティアの活動支援・育成
・ 地域の学校行事への参加等ネットワーク構築
・ 地域の小中学校等からの訪問受け入れ等ネットワーク構築
・ 子ども食堂を通じた地域の子どもの居場所づくり
・  実習生や研修生受け入れ等人材育成・関係機関とのネットワークづくり

④ 地域の社会的な援護を必要とする者への
支援（実施 760法人）

・ 権利侵害の予防
・ 権利侵害事例への対応
・ 法人後見受任
・ 認知症カフェ開催等認知症の理解促進と相談
・ 成年後見制度活用窓口の設置と地域住民の相談支援
・ DV被害者対象シェルター運営
・ 社会的養護施設等退所児・者への継続的な支援

⑤ 地域の他機関とのネットワーク活動 
（実施 3,099法人）

・ 行政・医療機関等他機関との連携・協働
・ 地域の多機関と連携したセーフティネットの構築
・ 複数法人連携事業への参画および地域ニーズへの対応
・ 地域イベントに参加してのネットワーク構築
・ 地域の学校行事に参加してのネットワーク構築
・ 地域の小中学校等からの訪問受け入れ等ネットワーク構築
・ 実習生や研修生受け入れ等人材育成・関係機関とのネットワークづくり

⑥ 地域活性化の取り組み（実施 744法人） ・ 商店街の空きスペース活用
・ 人口減少地域の高齢者支援

⑦ 介護保険事業における利用者負担減免
（実施 2,949法人） ・ 介護保険事業における社会福祉法人による利用者負担の実施

16％

大規模法人（事業活動収入 10億円以上）
中規模法人（事業活動収入 2億円～10億円）
小規模法人（事業活動収入 2億円以内）

25％

59％

図 1　生活困窮者支援にかかる法人規模別実施割合

図 2　「7つの活動」事業別実施割合

39％

27％

13％

9％

12％

老人福祉関係 生涯福祉関係 保育関係
児童福祉関係 その他
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地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
明
治
初

期
頃
か
ら
救
貧
を
目
的
と
す
る
民
間
活
動
と

し
て
広
が
り
、
そ
の
後
、
昭
和
初
期
頃
か
ら

戦
後
に
か
け
て
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
戦
前
は
方
面
委
員
）
等
が
中
心
と
な
り
、
義

損
金
品
の
配
布
や
金
品
の
持
ち
寄
り
運
動
が

行
わ
れ
た
。

　

現
在
で
は
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
O
団
体
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
法
人
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係

機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
年
を

迎
え
る
時
期
に
、
地
域
に
住
む
誰
も
が
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

活
動
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
孤
立
す
る
こ

と
な
く
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
生
活
困
窮
者
を
対
象
の
中
心
と

し
た
活
動
か
ら
、
地
域
の
支
え
合
い
を
広
め

る
多
様
な
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た

経
過
の
な
か
で
、
運
動
に
対
す
る
寄
付
者
の

イ
メ
ー
ジ
と
使
途
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
、
募
金
額
の
低
下
や
、
一
部
に
は
一
般

募
金
と
歳
末
募
金
を
統
合
す
る
動
き
も
出
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
地
域
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
に
対
す
る
寄
付
者
と
活
動
者
の

双
方
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
平
成
27
年

度
の
実
施
要
項
の
見
直
し
に
お
い
て
は
社
会

的
孤
立
や
経
済
的
困
窮
の
状
態
に
あ
る
生
活

困
窮
者
、
虐
待
、
権
利
侵
害
な
ど
の
今
日
的

な
生
活
課
題
を
か
か
え
た
人
な
ど
へ
の
支
援

を
、
運
動
の
中
心
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ

と
と
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
「
つ
な
が
り　
さ
さ
え
あ

う　
み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
引
き
続
き
今
日
的
な
生
活
課
題
を
か
か

え
た
人
へ
の
支
援
を
運
動
の
趣
旨
と
し
な
が

ら
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
人
へ
の
支
援
活

動
を
あ
わ
せ
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
対
象
と

な
る
人
々
へ
の
支
援
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、

募
金
活
動
や
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

孤
立
や
困
窮
と
い
っ
た
地
域
の
課
題
に
気
づ

き
、
我
が
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ

く
る
一
面
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
社
協
の

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
共
通
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
歳
末
と
い
う
時
期
に
、
今

日
的
な
生
活
課
題
を
か
か
え
た
人
も
安
心
し

て
新
年
を
迎
え
る
と
い
う
地
域
住
民
が
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
福
祉
力
の
向
上
を
図
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
運
動
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
の
理
解
と
参
加
を
促
進
す
る
よ
う
、
運

動
の
趣
旨
や
募
金
の
助
成
先
・
使
途
、
さ
ら

に
は
そ
の
効
果
や
結
果
に
つ
い
て
、
住
民
に

対
す
る
説
明
の
機
会
と
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
各
種
広
報
誌
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
活
用
に
加
え
て
、
説
明
会
の
開
催

や
地
元
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
S
N
S
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
助
成
先
の
活
動

団
体
が
、
地
域
住
民
に
対
し
て
直
接
活
動
の

報
告
を
行
う
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
が
地
域
の
資
源
に
気
づ
い
た
り
、
翌
年

の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
例
も
あ

る
。

　

な
お
、
募
金
お
よ
び
助
成
は
、
共
同
募
金

運
動
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
た
め
、

共
同
募
金
会
と
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
、
適

正
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

運
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
際
は
、
単
に
例
年

通
り
の
活
動
と
し
て
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
新
た
な
課
題
の
発
見
と

そ
れ
に
対
す
る
支
援
の
実
施
や
理
解
者
の
広

が
り
を
意
識
す
る
も
の
に
な
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
運
動
の

さ
ら
な
る
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
活

動
の
創
出
や
発
見
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

目
的
と
変
遷

運
動
推
進
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点

地域歳末たすけあい運動が始まります
～つながり　ささえあう　みんなの地域づくり～

　毎年 12月 1日から全国で展開される「地域歳末たすけあい運動」が今年度もスタートする。本運動は、「歳末」とい
う時期に地域住民の誰もが地域社会の一員として運動に参加し、福祉のまちづくりの取り組みを進めるものである。
　本稿では地域歳末たすけあい運動の役割を再確認し、今年度の運動の趣旨や留意点とともに、取り組み事例を紹介す
ることで、運動のより一層の推進を考えるきっかけとする。

トピックス
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地域歳末たすけあい運動の
取り組み事例

【運動の実施方針】

（1） 年末や新年を機会とする地域の幅広い人々が
参加する地域福祉活動の実施

　地域住民の誰もがともに地域社会の一員として
参加できる年末や新年を機会とする地域福祉活動
やイベントの展開、および地域の福祉課題や生活
課題に対する理解と福祉活動への参加の促進

（2） 地域の福祉ニーズをもつ方（世帯）への支援
の実施

　今日的な生活課題の把握、および課題をかかえ
た人（世帯）に対する個別支援（相談、見守り、訪
問活動、居場所づくり）の充実

（3） たすけあいによるセーフティーネットの仕組
みづくり

　多様な団体との連携による生活困窮者・災害被
災者などへの柔軟な生活支援活動の展開や、防
災・減災・災害時等要援護者支援活動の推進

たすけあいによるセーフティネットづくり
久留米市社会福祉協議会（福岡県）

　歳末たすけあい運動は、地域で活動する福祉団体、またはそれらを
支援するボランティアグループ等が行う事業の支援や活性化に役立っ
ている。
　久留米市において、野宿生活を強いられているホームレスを1991
年から支援している「久留米越冬活動の会」の活動では、久留米市社
協を通じて得ている歳末たすけあい活動の募金が長年にわたって有効
活用されている。
　「久留米越冬活動の会」は、路上生活を余儀なくされている人々の自
立を支援し、人権侵害や行路病死を未然に防ぐことを目的としている
NPO法人である。特に歳末時期を含む12月から3月は、市内の公園で
の炊き出しや衣類提供、路上・車中生活者の巡回見守りの実施回数を
増やして集中的に活動しているが、これは生活に困窮している人も安
心して新年を迎えてほしいという願いのあらわれであり、まさに歳末
たすけあい運動の趣旨に合致するものである。このほかにも、各種相
談支援、元ホームレスの住宅入居支援、自立のための就業支援、ネッ
トカフェ生活者に対する緊急シェルター提供援助など、さまざまな活
動を展開している。
　「久留米越冬活動の会」は、一般市民を含め広くボランティアを募り
ながら活動しており、住民同士のたすけあいの広がり、セーフティ
ネットづくりに貢献をしている。久留米市社協としては、厳しい立場
におかれている人の存在と状況を広く市民に知ってもらい、地域で支
える仕組みづくりの一環として、こうした団体への活動支援にも力を
入れている。

防災・減災の取り組みによる
安心のまちづくり

半田市社会福祉協議会（愛知県）

　愛知県半田市は、知多半島の海沿いにある地方都市
で、南海トラフ地震の発生に備えた住民の防災意識が
高いところである。
　ひとたび大規模災害が発生すれば、半田市社会福祉
協議会が災害ボランティアセンターを立ち上げ、行政
とともにさまざまな支援活動を展開することが想定さ
れている。この災害ボランティアセンターは、市社協
を中心に、社協と行政と住民（ボランティア団体）の
三者で立ち上げることになっているのが特徴である。
　こうした状況のなか、市社協は、特に防災・減災事
業に力を入れており、歳末たすけあい募金を活用し、
被災地域が行う防災訓練に参加し、障害者や高齢者も
参加しやすくするために、事前の声かけと、実際に避
難所での避難生活を想定した訓練（体験）等を行って
いる。防災訓練（体験）は、実施して終わりではなく、
出てきた課題について地域住民と行政とで検討し、対
応を協議していく。防災・減災事業には日常的な支え
合いの仕組みづくりや、災害時のボランティア養成、
さらに災害ボランティアセンターの運営のための訓練
等があり、市社協と行政と住民との三者協働による災
害に備えた取り組みが展開されている。

地域における子ども・子育て支援の
ネットワークづくり

南相馬市社会福祉協議会（福島県）

　「子どもニコニコ元気塾」は、社会問題となっている「子どもの貧
困」や「社会的孤立などに対する地域社会の取り組みとして、子ども
たちを中心としたさまざまな活動を通じて多世代交流が図れる事業を
実施している。活動では、南相馬市内の児童福祉施設、障害者支援施
設、高齢者福祉施設の8つの法人すべてと、NPO法人、地域住民が連
携している。
　きっかけとなったのは平成29年度の「南相馬市社会福祉法人間連携
による地域における公益的な取組連絡会」の発足で、南相馬市社会福
祉協議会の呼びかけで各社会福祉法人の職員が集まり、学習会、情報
交換からスタートしている。ワークショップを取り入れながら、法人
としての「強み」や「弱み」、それぞれの法人が感じている地域の課題
などを共有していった。
　これまでの2年間は、企画、準備、当日の運営など各法人で分担し、
「クリスマス会」「餅つき大会」「チョコレート作り」など、3回シリー
ズで季節の行事を家族で楽しむ内容を企画し、取り組んできた。市民
に好評で、延べ150名を超える子どもとその家族が参加した。
　「子どもニコニコ元気塾」の大きな特徴は、企画や運営には社会福祉
法人だけでなく、子育て支援に取り組むNPO法人やボランティア、障
害のある方など地域の人たちが参加している点であり、歳末たすけあ
い募金の活用で軌道に乗った今後は、さらなる自主財源の活用も行い
ながら、連携・協働の仲間を増やし、活動の充実強化を図っていく予
定である。

実践
①

実践
②

実践
③
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労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
、
安
衛
法
）
は
、

労
働
基
準
法
の
委
任
規
定
に
よ
り
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
労
働
基
準
法
自
体
は
憲
法
第
27

条
第
2
項
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
源
流
は
憲
法
第
25
条
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」、

い
わ
ゆ
る
生
存
権
保
障
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る
過
労
死

等
の
事
案
を
防
止
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
長

時
間
労
働
の
抑
制
や
従
業
員
の
健
康
管
理
等

に
関
す
る
是
正
や
指
導
は
、
こ
う
し
た
大
義

の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
協
と
し
て
安
全
衛
生
に
取
り
組
む
場
合

は
、
ま
ず
は
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
整
え
る

こ
と
、
次
に
そ
の
体
制
で
適
切
に
安
全
管
理

活
動
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

安
全
衛
生
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
業
種

お
よ
び
法
人
単
位
で
は
な
く「
事
業
場
単
位
」

で
の
人
数
規
模
に
応
じ
て
、
安
衛
法
の
な
か

で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
場
の

人
数
規
模
に
よ
る
た
め
、
本
部
に
は
各
種
の

配
置
選
任
義
務
等
が
あ
る
が
小
規
模
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
な
い
、
と
い
っ
た

状
況
も
起
こ
り
ま
す
。
た
だ
、
ど
ち
ら
の
事

業
場
の
職
員
も
社
協
職
員
に
変
わ
り
は
な
い

た
め
、
法
令
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
て
も
法

人
単
位
で
考
え
て
体
制
整
備
を
す
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
（
医
療
保
健
業
看
護
従
事
者
、

社
会
福
祉
・
介
護
事
業
の
介
護
従
事
者
、
社

会
福
祉
・
介
護
事
業
の
事
業
者
）
に
お
い
て
、

常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
50
人
以
上
の
事
業

場
は
、
少
な
く
と
も
次
に
あ
げ
る
配
置
・
体

制
の
整
備
や
届
け
出
は
確
実
に
行
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
監
督
行
政
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
点
で
も
あ
り
、
法
人
単
位
で

考
え
る
場
合
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
と
も
な
る
の

で
以
下
に
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
常
時
使
用
す
る
労
働
者
」

は
「
日
雇
労
働
者
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の

臨
時
的
労
働
者
の
数
を
含
め
て
、
常
態
と
し

て
使
用
す
る
労
働
者
の
数
」
で
考
え
る
の
で
、

受
け
入
れ
て
い
る
出
向
者
、
派
遣
労
働
者
、

ご
く
短
時
間
の
パ
ー
ト
も
含
み
ま
す
。
な
お
、

後
述
の
④
健
康
診
断
の
項
で
も
「
常
時
使
用

す
る
労
働
者
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す

が
、
定
義
が
違
う
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
衛
生
管
理
者
の
選
任
・
届
け
出

　

衛
生
管
理
者
は
、
事
業
所
で
雇
用
し
て
い

る
職
員
で
、
一
般
的
に
は
第
二
種
衛
生
管
理

者
試
験
の
合
格
者
を
選
任
し
ま
す
。
選
任
後

は
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
届
け
出
と
事

業
所
内
に
掲
示
す
る
等
の
周
知
が
必
要
で
す
。

な
お
、
常
時
10
人
以
上
50
人
未
満
の
事
業
場

で
も
、
一
定
の
衛
生
に
関
わ
る
実
務
要
件
を

満
た
し
た
者
か
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登

録
を
受
け
た
主
催
者
に
よ
る
講
習
の
修
了
者

を
「
衛
生
推
進
者
」
と
し
て
選
任
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
は
不
要
で
す
が
周

知
は
必
要
で
す
。
人
事
管
理
と
の
関
連
で
み

る
と
、
事
務
系
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
、

衛
生
推
進
者
資
格
・
衛
生
管
理
者
資
格
の
取

得
を
、
あ
る
等
級
に
上
が
る
た
め
の
要
件
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
資
格
保
持

者
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
採
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
、
こ
う
し
た
「
内
部
で
育
成
し
て

い
く
」
工
夫
は
検
討
に
値
す
る
と
考
え
ま
す
。

②
産
業
医
の
選
任
・
届
け
出

　

産
業
医
は
医
師
で
あ
れ
ば
誰
で
も
よ
い
わ

け
で
は
な
く
、
医
師
会
の
産
業
医
基
礎
研
修

等
を
修
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
事
業
の
実
施
を
統
括
管
理
す
る

者
（
事
業
場
の
代
表
者
）
が
産
業
医
と
な
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
産
業
医
は
医
師
会
か

ら
紹
介
を
受
け
た
り
、
近
隣
の
病
院
等
に
直

接
問
い
合
わ
せ
て
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
近
年
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
の
増
加

か
ら
、
そ
の
分
野
に
明
る
い
産
業
医
を
選
任

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
選
任
後
は

届
け
出
と
周
知
が
必
要
で
す
。

　

医
師
に
よ
る
健
康
診
断
実
施
後
の
措
置
が

必
要
な
こ
と
、
メ
ン
タ
ル
不
全
へ
の
対
応
が

増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
事
業
規
模
に
関

わ
ら
ず
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
実
施
を
行

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

50
人
未
満
で
も
選
任
し
て
お
く
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

安
全
衛
生
体
制
の
確
立
だ
け
で
な
く
、
休

職
者
の
復
職
判
断
な
ど
医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
ほ
し
い
場
合
に
も
産
業
医
は
役
立
ち
ま
す
。

社
協
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理

の
取
り
組
み

保
健
衛
生
業
で
必
要
な
安
全
衛

生
管
理
体
制
と
は

人
事
・

　
　
　
労
務
管
理

社
協
の
質
を
向
上
さ
せ
る

第16回
• 連 載 •

綱
川
労
務
管
理
セ
ン
タ
ー
／H

RM
‒LIN

KS C
o.,Ltd.

人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
社
会
保
険
労
務
士
　
　
　
　

綱
川
　
晃
弘

　
最
近
の
監
督
行
政
は
、
働
き
方
改
革
を
旗
印
に
、
労
働
時
間
管
理
と
安
全
衛
生
管
理
に
関

し
て
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
自
主
点
検
表
等
を
頻
繁
に
事
業
所
へ
送
付
し
て
回
答
さ
せ
る

と
と
も
に
、
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
臨
検
・
呼
び
出
し
等
の
指
導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
重
要
度
が
増
し
て
き
た
安
全
衛
生
管
理
を
テ
ー
マ
に
解
説
し
ま
す
。
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主
治
医
は
患
者
の
業
務
内
容
を
よ
く
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
患
者
の
病
状
の
回
復
程
度

も
患
者
の
主
訴
に
寄
り
が
ち
で
す
が
、
産
業

医
か
ら
は
業
務
内
容
も
理
解
し
た
う
え
で
、

中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
の
意
見
を
も
ら
え

ま
す
。
休
職
か
復
職
か
、
判
断
の
難
し
い
事

案
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
産
業
医
が
身
近

に
い
る
こ
と
は
社
協
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

③
衛
生
委
員
会
の
開
催
と
議
事
録
の
周
知

　

衛
生
委
員
会
は
、
衛
生
に
関
す
る
こ
と
を

調
査
審
議
し
事
業
者
に
意
見
を
述
べ
る
た
め

の
も
の
で
、
毎
月
1
回
以
上
の
開
催
と
、
議

事
録
を
3
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
1
．
当
該
事
業
場
に
お
い
て

事
業
の
実
施
を
統
括
管
理
す
る
者
も
し
く
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
、
2
．
衛
生
管
理
者
、
3
．

産
業
医
、
4
．
当
該
事
業
場
の
労
働
者
で
衛

生
に
関
し
経
験
を
有
す
る
者
で
す
。
た
だ
し
、

1
．
以
外
の
メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
は
、
事

業
場
の
過
半
数
労
働
組
合
（
な
い
場
合
は
労

働
者
の
過
半
数
代
表
者
）
の
推
薦
に
基
づ
く

者
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
近
年
こ
の
メ

ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
監
督
署
の
是
正
勧
告

を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
毎

回
推
薦
を
受
け
る
の
は
大
変
で
す
か
ら
事
前

に
過
半
数
代
表
か
ら
推
薦
人
名
簿
を
作
成
し

て
も
ら
い
、
そ
の
な
か
か
ら
日
程
的
に
問
題

な
い
職
員
に
出
席
し
て
も
ら
う
等
の
工
夫
が

必
要
で
す
。
ま
た
衛
生
委
員
会
に
は
産
業
医

が
出
席
す
る
の
で
、
産
業
医
に
よ
る
月
1
回

の
巡
視
、
健
康
診
断
結
果
に
つ
い
て
の
医
師

か
ら
の
意
見
聴
取
、
面
接
指
導
が
必
要
な
職

員
と
の
面
談
あ
る
い
は
面
談
日
程
の
調
整
な

ど
、
産
業
医
と
の
関
係
で
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
事
項
を
委
員
会
前
後
で
効
率
的
に
実

施
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
健
康
診
断
実
施
報
告

⑤
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
報
告

　

④
⑤
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間
で
健
診
や

チ
ェ
ッ
ク
を
終
了
す
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
届
け
出
に
も
産
業
医
の
印
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
定
期
健
康
診
断
は
、
1

年
以
内
ご
と
に
1
回
、
深
夜
業
を
含
む
業
務

で
は
6
か
月
以
内
ご
と
に
1
回
、
行
わ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
1
年
以
内
に
1
回
」と

は
、「
去
年
は
7
月
に
受
け
、
今
年
は
8
月
に

受
診
し
た
」
場
合
は
違
法
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
健
康
診
断
の
対
象
者
で
あ
る

「
常
時
使
用
す
る
労
働
者
」
の
定
義
は
、
安
全

衛
生
管
理
体
制
の
項
の
定
義
と
は
違
い
ま
す
。

「
雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
者
、
契
約
期
間

が
1
年
以
上
で
あ
る
者
、
契
約
更
新
に
よ
り

1
年
以
上
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
る
者
、

契
約
更
新
に
よ
り
1
年
以
上
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
者
」
で
、
か
つ
「
そ

の
者
の
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
、
当
該

事
業
場
に
お
い
て
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る

通
常
労
働
者
の
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の

4
分
の
3
以
上
で
あ
る
こ
と
」
が
対
象
者
と

な
り
、
お
お
む
ね
2
分
の
1
以
上
で
あ
る
者

に
対
し
て
も
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。「
深
夜
業
を
含
む
業
務
」は

「
常
態
と
し
て
深
夜
業
を
週
1
回
以
上
、
ま

た
は
1
か
月
に
4
回
以
上
行
う
こ
と
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
深
夜
業
を
含
む
勤
務
に
配
置

さ
れ
た
場
合
は
、
配
置
換
え
時
に
も
健
康
診

断
実
施
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

50
人
以
上
規
模
の
事
業
場
で
の
実
施
義
務

事
項
を
中
心
に
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
事

業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
義
務
が
あ
り
、

ま
た
近
年
重
要
視
さ
れ
て
い
る
「
医
師
に
よ

る
面
接
指
導
の
周
知
と
実
施
」「
健
康
診
断
後

の
医
師
の
意
見
聴
取
」
に
つ
い
て
も
対
応
が

必
要
で
す
。

　

事
業
主
は
時
間
外
・
休
日
労
働
が
1
か
月

あ
た
り
1
0
0
時
間
を
超
え
、
か
つ
疲
労
の

蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
労
働
者
に
対
し
、
医
師

に
よ
る
面
接
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
時
間
外
・
休
日
労
働
が

1
か
月
あ
た
り
80
時
間
を
超
え
る
労
働
に
よ

り
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
は
健
康

上
の
不
安
を
有
し
て
い
る
労
働
者
に
は
面
接

指
導
か
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
現
在
の
規
定
で
は
、
こ
の
面
接

指
導
は
労
働
者
の
申
し
出
に
よ
っ
て
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
外
・
休
日
労
働
が
月
1
0
0
時
間
を

超
え
る
職
員
は
社
協
に
は
あ
ま
り
い
な
い
で

し
ょ
う
し
、
労
働
者
の
申
し
出
に
よ
っ
て
面

接
指
導
が
行
わ
れ
る
関
係
で
、
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
監
督
行
政
は
、
そ
も
そ
も
面
接
指
導
制

度
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
申
し
出
が
な

い
の
で
は
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
近
年
は

制
度
周
知
を
指
導
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
行
政
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
て
制
度
周
知
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

　

健
康
診
断
実
施
後
の
措
置
に
つ
い
て
、
健

康
診
断
で
異
常
所
見
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

場
合
は
、
医
師
か
ら
意
見
聴
取
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
に
よ

る
意
見
聴
取
と
は
、
具
体
的
に
は
「
通
常
勤

務
で
よ
い
（
通
常
勤
務
）」、「
勤
務
に
制
限
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
（
就
業
制
限
）」、「
勤
務

を
休
む
必
要
が
あ
る
（
要
休
業
）」
の
い
ず
れ

に
該
当
す
る
か
を
判
定
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
判
定
に
基
づ
き
、
社

協
と
し
て
必
要
な
業
務
の
軽
減
等
を
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
ス
タ
ン
プ
等
で
前
記

区
分
の
記
入
欄
を
作
っ
て
お
き
、
産
業
医
に

健
康
診
断
結
果
を
回
送
し
た
際
に
判
定
し
て

も
ら
う
の
が
効
率
的
な
方
法
と
考
え
ま
す
。

　

面
接
指
導
や
健
康
診
断
実
施
後
の
措
置
は
、

事
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
産
業
医
を
選
任
す
る
義
務
の

な
い
小
規
模
事
業
場
で
は
地
域
の
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー
（
無
料
）
で
行
う
こ
と
が
適
当
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
い
わ
ゆ
る
働
き
方
改
革
関
連
の

改
正
内
容
と
社
協
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
義
務

が
あ
る
項
目
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小
学
校
と
家
庭
と
の
中
間
的
役
割

を
担
い
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

　
「
た
だ
い
ま
！
」

　

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
今
日
も
「
お
ひ
さ
ま
ス
ク
ー
ル
」
の

教
室
に
帰
っ
て
く
る
。
ま
る
で
自
分
の
家

の
よ
う
に
笑
顔
で
…
…
。

　
「
お
ひ
さ
ま
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、
ス

ク
ー
ル
）
と
は
、
牟
岐
町
放
課
後
対
策
事

業
と
し
て
、
牟
岐
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、
町
社
協
）
が
町
か
ら
受
託
し
、
運

営
し
て
い
る
「
牟
岐
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
の
一
つ
で
あ

る
。
小
学
校
に
通
う
留
守
家
庭
児
童
等
を

対
象
と
し
て
、
放
課
後
の
居
場
所
を
確
保

す
る
事
業
で
、
移
転
に
よ
り
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
牟
岐
小
学
校
の
旧
校
舎
の
教
室
内

で
宿
題
や
読
書
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し

て
い
る
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
1
3
0
0
人
を
超
え
て

い
た
牟
岐
小
学
校
の
児
童
数
も
、
町
の
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
1
1
2
人
と
、
お
よ

そ
12
分
の
1
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
ス

ク
ー
ル
の
登
録
児
童
数
は
44
人
と
、
全
児

童
数
の
4
割
に
及
び
、
1
年
生
か
ら
4
年

生
ま
で
が
多
い
。
職
員
は
8
人
（
常
勤
3

人
、
非
常
勤
5
人
）
の
体
制
で
、
ふ
だ
ん

は
4
人
か
ら
5
人
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご

し
て
い
る
。
利
用
開
始
時
間
は
、
学
校
が

あ
る
時
は
学
校
終
了
時
か
ら
で
、
学
校
が

な
い
時
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
。
終
了
時

間
は
、
と
も
に
午
後
5
時
50
分
ま
で
と
な

る
。
祝
日
、
土
日
を
休
み
と
し
て
い
る
た

め
、
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

の
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
町
単
独
の

事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
で
は
、
外
か
ら
帰
っ
た
ら
手

洗
い
・
う
が
い
を
す
る
と
い
っ
た
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
職
員
が
き
ち
ん
と
丁
寧
に

教
え
て
い
る
。
学
校
教
育
で
は
な
い
の
で
、

基
本
的
に
勉
強
や
宿
題
を
教
え
る
こ
と
は

な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
す
る
姿
勢

を
認
め
て
見
守
る
。
こ
の
よ
う
な
日
々
の

積
み
重
ね
に
よ
り
小
学
校
と
家
庭
と
の
中

間
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
の
特
性
や
家

庭
の
現
状
等
に
応
じ
て
誠
意
を
も
っ
て
接

し
て
い
る
。
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
う
な

か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
連
携
を
ス

ク
ー
ル
で
は
大
切
に
し
て
き
た
。
近
年
、

力
を
入
れ
て
き
た
の
が
小
学
校
と
の
連
携

で
あ
る
。
教
育
相
談
員
か
ら
助

言
を
も
ら
っ
た
り
、
小
学
校
の

各
学
年
の
先
生
方
と
も
連
絡
を

取
り
合
い
、
子
ど
も
へ
の
対
応

に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す

る
機
会
を
も
つ
な
ど
、
子
ど
も

の
安
全
と
安
心
を
守
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
期
休
み
に
は
校
長

先
生
や
教
頭
先
生
が
ス
ク
ー
ル

を
訪
問
し
た
り
、
町
内
の
清
掃

活
動
等
の
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」

と
い
う
学
校
の
行
事
に
社
協
職

員
も
呼
ば
れ
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
は

じ
め
、
ふ
だ
ん
か
ら
町
社
協
と

小
学
校
と
の
交
流
・
連
携
は
さ

か
ん
で
あ
る
と
い
え
る
。

町
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
に

　

牟
岐
町
は
、
海
岸
沿
い
に
位
置
し
た
町

の
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
に
備

スクールの上級生が下級生に、ハロウィーンのペープサート（紙人形劇）を披
露しているところ

社協活動
最前線
牟岐町
社会福祉協議会

町の未来のために
地域をあげて子育て支援に
取り組む

牟岐（むぎ）町の離島・出羽島（てばじ
ま）の漁村集落は文化庁の「重要伝統的
建造物群」の選定を受けている

　共働き世帯の増加や核家族化等に
より家族形態が変化するとともに、
育児放棄や児童虐待等の問題も顕在
化している。牟岐町社会福祉協議会
は、子育てを家庭だけではなく地域
全体で支える仕組みづくりに取り組
んでいる。
　「おひさまスクール」等の事業を通
じて、多様な関係機関とつながりな
がら、事業展開する牟岐町社会福祉
協議会を取材した。

社協データ
【地域の状況】（平成30年10月 1日現在）
人　　口　　4,154人
世 帯 数　　2,068世帯
高齢化率　　49.9％

【社協の概要】（平成30年4月1日現在）
理　　事　　  8人
評 議 員　　15人
監　　事　　  2人
職 員 数　　39人（正規職員13人、常勤・ 
パート職員26人）

【主な事業】
⃝心配ごと相談
⃝生活福祉資金貸付事業
⃝日常生活自立支援事業
⃝ボランティアセンター事業
⃝ファミリーサポートセンター事業
⃝放課後対策事業
⃝シルバー大学校牟岐校
⃝牟岐町シルバー人材センター事業
⃝善意銀行
⃝くらしサポートセンター（自立相談支援事業）
⃝地域包括支援センター
⃝居宅介護支援
⃝デイサービスセンター
⃝ヘルパーステーション
⃝生活支援体制整備事業
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え
た
防
災
意
識
が
高
く
、
ス
ク
ー
ル
で
も

月
に
一
度
は
防
災
訓
練
を
し
て
い
る
。
ス

ク
ー
ル
の
旧
校
舎
そ
の
も
の
も
3
階
以
上

部
分
が
町
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
震
源
地
が
遠
く
て
時
間
に
余
裕
が
あ

る
場
合
を
想
定
し
、
さ
ら
に
高
台
に
避
難

す
る
訓
練
も
し
て
い
る
。

　

町
を
あ
げ
て
の
防
災
訓
練
も
あ
る
が
、

学
校
の
防
災
訓
練
で
は
、
昭
和
南
海
地
震

を
体
験
し
た
町
民
が
語
り
部
に
な
っ
た
り
、

防
災
キ
ャ
ン
プ
で
は
社
協
職
員
も
参
加
し
、

町
の
防
災
担
当
課
や
教
育
委
員
会
お
よ
び

地
域
と
も
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
。
小
学
校
や
ス
ク
ー
ル

で
学
ん
だ
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
父
親
や

母
親
等
に
話
す
こ
と
で
、
結
果
、
子
ど
も

を
通
じ
て
町
民
の
防
災
意
識
が
さ
ら
に
高

ま
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。
町
社
協
は

小
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
活
動
に
注

力
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
遊
び
な
が
ら
学
べ
る

防
災
イ
ベ
ン
ト
「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ

バ
ン
！
in
牟
岐
町
」
を
町
社
協
主
催
で
実

施
。
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
と

地
域
の
見
守
り

　

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
ス
ク
ー

ル
を
利
用
す
る
子
ど
も
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
毎
日
交
代
で
町
内
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
以
下
、
民
生
委
員
）
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
に
参
加
す
る
。
こ
う
し
た

動
き
は
、
民
生
委
員
の
活
動
と
町
社
協
の

事
業
・
活
動
が
ふ
だ
ん
か
ら
密
接
で
あ
っ

た
こ
と
に
起
因
す
る
。

　

ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加
は
、
開
設
時
か
ら

民
生
委
員
が
自
主
的
に
始
め
た
活
動
で
あ

る
が
、
本
来
の
民
生
委
員
活
動
に
も
効
果

を
発
揮
す
る
側
面
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
家
庭
の
な
か
に
入
り
込
む
こ

と
が
難
し
い
担
当
地
区
の
世
帯
の
子
ど
も

が
ス
ク
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
民

生
委
員
が
、
そ
の
子
ど
も
と
一
緒
に
活
動

し
て
い
る
と
、
子
ど
も
が
家
で
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
、
ふ
と
口
に
す
る
こ
と
も

あ
る
。
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
世
帯
の
状
況
の

把
握
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
年
に
1
回
、
民
生
委
員
が
小
学

校
と
定
例
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
際

は
町
社
協
も
加
わ
り
、
お
互
い
が
気
に
な

る
こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い

る
。
会
議
前
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
た
後
、
授
業
を
見
学
す
る
。

か
つ
て
ス
ク
ー
ル
で
一
緒
だ
っ
た
高
学
年

の
子
ど
も
た
ち
が
民
生
委
員
を
見
つ
け
る

と
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
、
給
食
の
際
に

は
席
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
り
と
、
子
ど

も
の
成
長
の
気
づ
き
に
も
な
る
と
い
う
。

　

開
設
当
初
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
き
た
職
員
の
田
中
明
美
さ
ん
は
「
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
通
し
て
地
域
の
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
、
N
P
O
の
方
な
ど
、

本
当
に
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
見
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
。

子
ど
も
を
支
え
る
こ
と
が
将
来
の

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る

　

町
社
協
の
小
学
校
と
の
関
わ
り
に
は
、

福
祉
教
育
と
し
て
の
高
齢
者
の
疑
似
体
験

や
、
認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
機
会

も
あ
る
。
町
内
に
は
認
知
症
に
よ
り
徘
徊

す
る
高
齢
者
も
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、

病
気
の
た
め
に
そ
の
よ
う
な
人
が
い
る
こ

と
を
理
解
し
、
い
つ
も
み
ん
な
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
。
ま
た
、
町
内
で
出
会
っ
た
ら
、

自
分
た
ち
の
目
で
気
づ
き
、大
人
に
知
ら
せ

る
な
ど
、認
知
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

小
学
生
だ
け
で
は
な
く
中
学
生
に
対
す

る
町
社
協
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
4
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
週
1
回
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
体
験
に
取
り
組
む
中
学
校
の
総
合

的
学
習
の
授
業
も
あ
る
。

　

ま
た
、
町
内
に
20
年
以
上
続

く
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、
小
中
学

生
に
調
理
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

高
齢
者
に
配
る
お
弁
当
に
は
子

ど
も
た
ち
が
書
い
た
手
紙
を
添

え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
分
た
ち
が
一
方
的
に
教
え
て

も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
な
ら
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
、
気
づ
く
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト

を
お
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
小
中
学
校
で
は
福
祉
教
育

に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
お
ひ
さ
ま
ス
ク
ー
ル
も

単
な
る
場
の
提
供
で
は
な
く
、
児
童
の
方

か
ら
高
齢
者
の
集
う
サ
ロ
ン
活
動
や
介
護

施
設
に
出
か
け
る
な
ど
、
高
齢
者
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
を
さ
ら
に
つ
く
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。
高
齢
化
が
進
ん

だ
牟
岐
町
で
高
齢
者
を
支
え
る
の
は
、
我

わ
れ
の
世
代
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
世
代
も
含
め
て
す
べ
て
が
支
え
手
で

す
」
と
語
る
の
は
、
町
社
協
の
枡
富
幸
子

事
務
局
長
だ
。

　

牟
岐
町
に
は
高
校
は
な
く
、
中
学
卒
業

後
に
進
学
す
る
子
ど
も
は
、
必
ず
町
を
出

て
行
く
。
町
に
戻
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

を
含
め
、
町
社
協
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

と
と
も
に
地
域
を
あ
げ
て
将
来
の
支
え
手

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

牟
む

岐
ぎ

町（徳島県）
徳島県の南東の海岸沿いに位置し、農業や漁業がさかんな自然豊かな町である。人口の流出と少子高齢化が進み、
毎年100人程度の人口減となっている。核家族が多く、子育て世帯の共働き世帯の割合は高い。

校舎に隣接するグラウンドで戸外遊びをすることもある
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住
民
ニ
ー
ズ
基
本
の
原
則
と
住
民
活

動
主
体
の
原
則

　

本
会
で
は
、
被
災
者
支
援
活
動
の
中
核
組

織
と
し
て
、
生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）
を
設
置
し
て
い
る
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
①
災
害
（
復
興
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
②
生
活
支
援
相
談
員
活
動
（
主
と

し
て
個
別
課
題
へ
の
対
応
）
③
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
（
主
と
し
て
地
域
課
題
へ
の
対

応
）、
の
3
つ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
が
日
常
的
に
情
報
を
共
有
・
補

完
し
合
い
な
が
ら
、
横
の
連
携
を
大
切
に
活

動
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
立
脚
し
た
活
動
を

基
本
姿
勢
と
し
、
か
つ
住
民
活
動
の
主
体
性

を
損
な
わ
な
い
よ
う
留
意
し
て
き
た
。
そ
の

う
え
で
、
各
部
署
か
ら
見
え
る
被
災
者
ニ
ー

ズ
を
丁
寧
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
重
ね
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
職
員
の

定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
ほ
か
、

行
政
や
N
P
O
等
支
援
団
体
、
県
社
協
、
本

会
の
他
部
署
が
参
画
す
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営

会
議
や
、
役
職
員
と
現
状
を
共
有
す
る
た
め

の
本
部
会
議
な
ど
を
新
設
し
た
。
ま
た
、
住

民
主
体
の
取
り
組
み
を
生
み
出
す
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
住
民
座
談
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
の
生
活

支
援
活
動
の
強
化
や
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

住
民
の
主
体
形
成
は
復
興
過
程
の
中
盤
か
ら

終
盤
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
支

援
者
は
早
期
か
ら
そ
の
局
面
を
想
定
し
て
全

体
を
構
想
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

民
間
性
の
原
則

　

被
災
地
に
あ
ふ
れ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・
活
動
の
開

発
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
接
点
が
少
な
か
っ
た
経
済
界
や
産
業
界
、

接
近
す
る
分
野
の
宗
教
界
や
労
働
界
と
連
携

し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
。
被
災
者
情
報
の
一
元
化
を
図
っ
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
被
災
者
や
地

域
の
か
か
え
る
課
題
を
統
計
値
と
し
て
可
視

化
し
、
事
業
の
必
要
性
を
内
外
に
説
明
し
な

が
ら
、
農
福
連
携
事
業
の
「
青
空
広
場
」
や
、

林
福
連
携
に
よ
る
「
被
災
地
に
お
け
る
持
続

可
能
な
生
き
が
い
就
労
創
生
事
業
」
を
創
設

し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
や
協
働
を

進
め
る
た
め
に
、
本
会
の
提
案
に
よ
り
市
と

「
被
災
世
帯
の
見
守
り
訪
問
活
動
等
の
取
り

組
み
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
社
協
が
民
間
組
織
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
た
「
開
拓
性
」「
即
応
性
」「
柔
軟
性
」

の
あ
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

公
私
協
働
の
原
則

　

一
口
に
「
協
働
」
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に

至
る
前
提
や
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ
る
。

参
画
す
る
機
関
や
団
体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
価

値
・
目
標
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ

れ
ら
を
相
互
に
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
そ
の
た
め
の
対
話
と
会
話
が
不
可
欠
で

あ
り
、
相
互
理
解
を
基
盤
と
し
た
関
係
性
の

な
か
か
ら
、
総
合
的
で
計
画
的
な
活
動
の
実

践
と
継
続
性
が
担
保
さ
れ
る
。
本
会
で
は
セ

ン
タ
ー
の
運
営
会
議
や
「
お
茶
っ
こ
サ
ロ
ン

連
絡
会
」
が
公
私
協
働
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
性
の
原
則

　

さ
ま
ざ
ま
な
被
災
者
支
援
事
業
に
取
り
組

む
な
か
で
、
社
協
従
来
の
事
業
活
動
も
兼
ね

合
わ
せ
た
総
合
的
な
展
開
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
平
成

29
年
に
第
1
期
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策

定
に
至
っ
た
。
総
合
化
と
住
民
参
加
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
拡
大
す
る
支
援
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
主
体
に
よ

る
事
業
活
動
を
支
え
る
た
め
の
人
材
が
必
要

で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
が
社
協
に
は
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
協
の
活
動
原
則
は
被
災

者
支
援
活
動
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
被

災
者
支
援
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を

め
ざ
し
、
社
協
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
か
。
そ
う
し
た
「
あ
り
た
い
姿
」
を
構
想

す
る
力
と
具
体
的
な
手
法
を
生
み
出
す
た
め

に
、
社
協
内
の
意
識
の
共
有
化
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
も
歩
ん
で
い
き
た
い
。

＊
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献
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災
害
発
生

～
そ
の
と
き
、
社
協
は
こ
う
乗
り
越
え
た
～

連　載

第 6回

災
害
時
の
安
否
確
認
・
体
制
づ
く
り
を
ど
う
進
め
た
か

︱
　 

東
日
本
大
震
災
時
に
お
け
る﹁
釜
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
﹂の

対
応
と
課
題
に
つ
い
て
②

釜
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課
長
　
菊
池
　
亮

　
前
号
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
釜
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
安
否
確
認
、
情

報
収
集
、
支
援
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
被
災
地
に
お
け
る
支
援
活
動
は
、
地
域
福
祉
活
動
に
資
源
を
集
中
し
て
対
応
す
る
社
協
の
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
社
協
が
日
常
的
に
営
む
地
域
福
祉
活
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
」
と
い
う

視
点
の
大
切
さ
を
確
認
で
き
る
実
践
と
も
い
え
る
。
本
稿
で
は
、「
5
つ
の
社
協
活
動
原
則
」（
＊
）

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
釜
石
市
社
協
に
お
け
る
そ
の
後
の
支
援
の
具
体
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
後
の

社
協
の
被
災
者
支
援
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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　季節がまた一段と進み、すっかり
秋めいてきました。昆虫採集が大好
きな息子たちは、虫が少なくなって
いるのを実感しているようで、少し
寂しいようです。それでもわが家に
は、夏祭りに金魚すくいで取った金
魚たちや公園で捕まえたアマガエル
たちがおり、冬でもにぎやかな玄関

まわりです。
　さて、今回の特集は「社会福祉法
人・福祉施設との連携」でした。人
口規模や、社会資源等それぞれの地
域の状況はさまざまですが、地域生
活課題への対応を効果的に進めるう
えで、今回の特集が参考になれば幸
いです。（森）

『地域福祉コーディネーターのためのビネットで学ぶ地域福祉実践』
ぜひご活用ください

　「地域福祉コーディネーターの専門性を踏まえた具体的な実践を学ぶ共通ツールがない！」との声に応えて、地域福祉
コーディネーターのリーダー・指導役を担う方々のために、具体的な実践方法とポイントを整理し、わかりやすい
　「専門職の育成・養成のための共通ツール」を作成しました。
　本テキストは、社協の地域福祉コーディネーター、CSW 研修の配布資料として、ただいま多くのお申し込みをいた
だいています。地域福祉の現場で蓄積されたノウハウ満載の本テキストを、この機会にぜひご活用ください。
※ビネット（vignette）は、「小さな物語」を意味し、ソーシャルワーカー養成の場では、演習教育として取り入れられています。

●上野加代子／勝部麗子／野村裕美　共著
　 全国社会福祉協議会　編

● A4 判　94 頁
●販売価格　1,500 円（税込）
● 2018 年 9 月発行

【内容】
第 1 章　地域福祉推進における専門職のかかわり
第 2 章　地域福祉コーディネーターとは
第 3 章　事例学習の留意点と方法
第 4 章　事例学習：ビネットで学ぼう！　1～8
第 5 章　事例集：事例 1～28（各事例 CSW アドバイスつき）

1実例ごとに見開きで解説・検討。経験豊富なCSWが丁寧に解決策をアドバイスします。

　ご購入の際は、地域福祉部ホームページの「社協頒布資料申込書」でお申し込みください。
　全社協地域福祉部　http://www.zcwvc.net

上野谷加代子/勝部麗子/野村裕美

社会福祉法人 全国社会福祉協議会

ファシリテーター
野村裕美

コミュニティソーシャルワーカー
勝部麗子

まず見開き2ページで
1つのビネットを紹介

次の2ページは
コミュニティソーシャル
ワーカーの解説
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P.0 ●社協活動最前線
伊那市社会福祉協議会（長野県）
8市町村の広域を支援する上伊那成年後見センター

●明日への一歩～ノーマインタビュー～
認定特定非営利活動法人　日本NPOセンター　
事務局長　吉田 建治氏
個人の課題に共感するNPO

P.0 

●　　　 社協の質を向上させる人事・労務管理 〔第1回〕P.0 新連載

●　　　 地域をつなぐ生活支援相談員
葛尾村社会福祉協議会（福島県）

P.0 新連載

民生委員制度創設100周年記念特集
民生委員制度と社会福祉協議会
100年のあゆみを振り返る

SPECIAL REPORT

P.0 特集❶

P.0 特集❷

「生活困窮者自立支援のあり方に関する論点整理」
とりまとめ
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地域住民とともに学び成長した社協での経験

　平成 5年度都城市社協のふれあいのまちづくり事
業の受託にともない、地域福祉活動コーディネーター
として採用され、以来22年間、地域福祉に関わって
きました。振り返ると地域福祉の推進においては、地
域に入る前に住民の流儀を学び、課題の共有と解決策
の協議の場、解決に向けた協働の場、関係者への呼び
かけや進め方など、住民が主体的に行うことにこだわ
りました。難題等を提案した時も地域の住民の皆さん
は身内意識をもち、課題解決に向けて協議し、手法を
見出し、実践していただきました。住民が地域課題と
して受け止め取り組む姿勢に多くを学び、解決に至れ
ば喜びを分かち合い、共に育ち合ったと思います。
　退職後は、地域住民に学び、当時ともに創った「一
人の力では無理なことも連携・協力・協働し解決へ導
く」をめざす地域ボランティア活動に、住民の一人と
して積極的に参加・参画し、仲間とともに快い汗を流
しています。

連携と協働で丸ごと支援の仕組みづくりを

　「人生 100 年時代」を見すえた経済社会のあり方
を巡る構想が進むなか、誰でもが可能な限り住み慣れ
た地域で、安心して暮らし続けられる環境の整備が急
がれています。しかし、地域社会においては、人間関
係の希薄化や世帯のなかで課題が複合化し、既存の制
度だけでは対応しきれない制度の狭間の課題が増え、
深刻な社会問題が山積しています。それらの課題を行
政とともに解決することは社協の責務でありますが、

そこには多くの時間と費用が発生するかと思います。
特に社会的つながりが弱く排除されやすい人も包摂す
るためには、今あるサービスだけでの対応や、住民の
自主的な活動のみでは難しいと思います。地域住民と
してわかることですが、地域の問題は、住民が知って
いますし、解決する力も住民のなかにあり、自ら考え
決定し、できることは実行する力があります。そこで、
社会的課題を住民に知らせ、理解してもらい、課題解
決への参加者を増やし、支援の輪が広がることを目的
とする福祉活動を展開することが社協の役割だと思い
ます。そのためには、広義のあらゆる社会資源をうま
く活用し、連携・協働しながら、支援を必要としてい
た人自身も地域を支える一人となれるように、丸ごと
支援する仕組みや体制づくりを進めてほしいものです。

信頼され愛される社協となるために

　制度改革が目まぐるしい今日、地域に愛され、頼ら
れる社協であるためにも、役職員が一丸となり、あら
ゆる手法で、地域住民に社協事業・活動内容をわかり
やすく伝えてほしいものです。社協が実施する事業・
活動には関係機関との連携・協働、地域住民の参加に
よるさまざまな活動が展開され成果も出ています。し
かし、多くの住民には、社協の使命や役割・機能はも
ちろん、活動実践の状況さえ見えず、関心や興味をも
たれないように感じることがあります。まずは職員が
専門職として、あらゆる機会に地域に出向き、住民の
もつ力を引き出しつつ、今かかえている課題や問題に
向き合ってほしいと思います。その実践の積み重ねこ
そが、社協事業の理解につながると思います。

第 6 回

西
にし

　いく子
こ

氏　（元都城市社会福祉協議会　総務課長）

知的障害児通園施設、病院（リハビリ室）、老人保健施設勤務を経て1993年、都城市社会福祉協議会
入職。2006年から地域福祉課長、2011年から 2016年まで総務課長。2016年 3月に定年退職。

全国に先駆けて策定された「都城市地域福祉計画」（平成 15年 5月）は、社協と行政とのパートナーシップ
に基づく、市民参加・参画が特徴です。当時の計画策定において中心的な役割を果たしたのが西いく子さんです。
今号は、平成 27年度まで社協に勤務され、現在は、ご自身が在職時代に参画して立ち上げた地域ボランティ
ア活動の場で活躍されている西さんからご寄稿をいただきました。
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